
とうきょう  すくわくプラグラム活動報告書 

                             府中エンゼルホーム 

① 活動テーマ 

〈テーマ〉 

水・色         

 

〈テーマの設定理由〉 

毎年楽しみにしている水遊びは、子どもの感覚を刺激する遊びとして 

子どもたちが積極的に関わる活動である。 

このような姿から「水・色」をテーマとして設定し、更に自主的に関われる 

環境を設定していくことで、子どもの五感を刺激し興味関心を深めたい。  

 

 

② 活動スケジュール 

例年行っている水遊びの中を楽しむ中で、子どもたちの興味のある活動が更に深められる

ように、手先や全身を使って活動する。 

 

 

③ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

・「水はどんなもの？」（冷たい、ぬれる、流れる、汲む、沁み込む、色を付けると？など） 

を問いとして設定し自由に遊べる環境を用意した。 

・砂と水を使って遊べる環境として、水を汲みやすいように用具を工夫した。 

・色水を使って色の変化を楽しめる環境を用意した。 

・様々な種類の容器や、子どもがじぶんで活動を始められる環境を整えた。 

 

 

④ 探究活動の実践 

・活動の内容 

・活動中の子どもの姿や声、子ども同士や教諭との関わりなど 

・「これに水を入れて。」と、自分で選んだ容器に水を汲んでそれを、他の容器に移してい

た。こぼれたり、上手く移せたり、試行錯誤をしながら遊びを進めた。 

 

 

 

 

 



・全身で水を感じ、五感が刺激されることですこし苦手と感じている子どもも、次第に積

極的に水に触れて遊べるようになった。手→服がぬれる→全身でも大丈夫。 

 

 

 

 

 

 

 

・お部屋の活動として、スポンジや、お玉、スポイトを使用して水のあけ移しや、色の混

ざり方を探求して、自分で色を選んだり色の名前を考えたりしていた。 

 

 

 

 

⑤ 振り返り 

・振り返りによって得た先生の気づき 

 

入れやすい容器や環境を用意することで、長い時間順番を待たずに自分の思う活動ができ

ると、どんどんその活動が広がると感じた。 

 

乳児で水遊びに慣れない子どもでも、親しみやすい環境を準備することで、水という自然

物に興味を示し、徐々に距離を縮め行けたことが良かった。 

 

モンテソーリ活動の中にある、日常生活の練習につながるあけ移しの活動が、戸外での水

の活動を経験することで手が上手に使えるようになった。 

 

 

 


